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鬼
怒
川
・
小
貝
川
に
春
満
開
の

季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

き
ぬ
こ
か
い
新
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堤防の草刈り４ヶ月熟成させた堆肥

小学校ではさつまいも畑に 自治会ではカンナを満開に

堤
防
の
刈
草
か
ら
作
っ
た

「
鬼
怒
の
恵
み
」
堆
肥
好
評

　
石
井
出
張
所
で
は

、
七
年
前
か
ら

、
堤
防
の
刈

草
を
地
球
温
暖
化
の
抑
制
と
資
源
の
有
効
活
用
を

目
的
に
堆
肥
化
し
て
い
ま
す

。
で
き
あ
が

っ
た
堆

肥
は

、
近
隣
の
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
養
護
施

設
・
自
治
会
・
県
農
業
大
学
校
な
ど
多
く
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
頂
い
て
い
ま
す

。
一
月
に
は

、｢

宇
都
宮
市
エ
コ
ま
つ
り

｣

に
参
加
し

、
堆
肥
に

「
も

っ
た
い
な
い
シ
ー
ル

」
を
張
り

、
市
民
の
皆

様
に
無
料
配
布
し
ま
し
た

。

　
今
後
も

、
工
夫
し
た
河
川
管
理
で
地
域
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す

。

氏家さくらづつみ（さくら市草川地先） 福岡堰（つくばみらい市）

手
づ
く
り
郷
土
賞
「
大
賞
部

門
」
受
賞
 
花
と
一
万
人
の
会

　
平
成
二
十
一
年
度

｢

手
づ
く
り
郷
土
賞

｣

大
賞
部
門

（
国
土
交
通
大
臣
表
彰

）
に
花
と
一
万
人
の
会

（
会

長
：
飯
島
順
一

）
が
選
定
さ
れ

、
平
成
二
十
二
年
三
月

二
十
一
日

（
日

）
鬼
怒
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン

（
茨
城
県
下

妻
市
鬼
怒
川
河
川
敷

）
に
お
い
て
認
定
授
与
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た

。

　
当
賞
は

、
そ
の
地
域
固
有
の
自
然
や
歴
史
・
伝
統

、

文
化
や
地
場
産
業
等
を
貴
重
な
資
源
と
し
て
再
認
識

し

、
積
極
的
に
利
活
用
し
た

、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
公
益
性
の
あ
る
優
れ
た
地
域
活
動

を
行

っ
て
い
る
団
体
等
を
国
土
交
通
大
臣
が
表
彰
す
る

も
の
で
す

。

 
ま
た

[

大
賞
部
門

]

は

、

「
手
づ
く
り
郷
土
賞

」
を

受
賞
し
た
後
も

、
な
お
一
層
の
活
動
の
充
実
が
行
わ
れ

る
な
ど

、
魅
力
的
で
個
性
的
な
地
域
の
実
現
に
寄
与
し

て
い
る
団
体
等
を
表
彰
す
る
も
の
で
す

。

　
花
と
一
万
人
の
会
は

、
平
成
三
年
に

、
鬼
怒
フ
ラ

ワ
ー
ラ
イ
ン
を
活
動
拠
点
と
し
て
河
川
愛
護
活
動
等
を

実
施
し

、
平
成
十
四
年
に

「
手
づ
く
り
郷
土
賞

」
を
受

賞
し
て
い
ま
す

。
春
に
開
催
す
る

「
花
と
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り

」
は

、
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
地
域

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し

、
今
年
は
五
月
十
六

日

（
日

）
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

。

　
鬼
怒
川
の
ほ
と
り
で

「
ち

ょ
っ
と
素
敵
な
ま
ち
づ
く

り

」
を
体
験
し
て
下
さ
い

。

 
三
月
に
入
り

、
雪
が
降
る
な
ど
寒
い
時
期
が
あ

り
ま
し
た
が

、
桜
の
開
花
予
想
で
は

、
鬼
怒
川
・

小
貝
川
の
流
域
で
の
桜
の
開
花
日
が
三
月
二
十
七

日
～
四
月
四
日
に
な
り
そ
う
で
す

。

　
鬼
怒
川
・
小
貝
川
の
堤
防
沿
い
に
は

、
桜
づ
つ

み
が
五
箇
所
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

。
ま
た

、
他
に

も
桜
の
名
所
と
な

っ
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す

。

　
鬼
怒
川
・
小
貝
川
に
お
出
か
け
い
た
だ
き

、
桜

の
下
で
春
を
満
喫
し
て
み
て
は

、
如
何
で
す
か

。

鬼
怒
川
･
小
貝
川
の
沿
川
は
春
満
開
で
す

。

（
左
の
写
真
は
昨
年
の
三
月
下
旬
に
撮
影
し
た
も

の
で
す

。

）

平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度
鬼

怒
川
・
小
貝
川
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
制
度
と
は

、
河
川
管
理
者

が
沿
川
住
民
の
方
々
の
協
力
の
も
と

、
河
川
整
備

や
河
川
利
用

、
河
川
環
境
に
関
す
る
地
域
の
要
望

を
十
分
に
把
握
し

、
地
域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
進

め

、
あ
わ
せ
て
河
川
愛
護
の
思
想
の
普
及
啓
発
及

び
河
川
の
適
正
な
維
持
管
理
に
資
す
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
制
度
で
す

。

　
現
在
は

、
平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度
の
河
川

愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

。

　
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
は

、
地
域
の
要

望
・
ゴ
ミ
の
投
棄
状
況
・
河
川
環
境
が
損
な
わ
れ

る
事
象
等
に
つ
い
て

、
日
常
生
活
の
範
囲
内
で
知

り
得
た
情
報
を
下
館
河
川
事
務
所
に
伝
え
て
い
た

だ
き

、
そ
の
情
報
を
活
用
し
を
適
正
な
河
川
管
理

を
実
施
す
る
こ
と
が
主
な
目
的
と
な

っ
て
い
ま

す

。

　
詳
細
な
活
動
内
容
・
活
動
範
囲
・
応
募
方
法
等

に
つ
き
ま
し
て
は

、
下
館
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
ま
す

。
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ま
た
は

、
下
館
河
川
事
務
所
占
用
調
整
課

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

担
当
係

」
ま
で
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い

。

　
 

連
絡
先
 
０
二
九
六
ー

二
五
ー

二
一
五
一

藤代さくらづつみ（取手市椚木地先）石井さくらづつみ（宇都宮市石井地
先）

堤防の異常（亀裂等）

例えば、下記の状況を見た場合
には、ご報告を御願いします。

ゴミの不法投棄

「
鬼
怒
川
の
外
来
種
対
策
を

考
え
る
懇
談
会
」
開
催

 
三
月
八
日
下
館
河
川
事
務
所
主
催
に
よ
る

｢

鬼

怒
川
の
外
来
種
対
策
を
考
え
る
懇
談
会

｣

を
開
催

し
ま
し
た

。

 
当
懇
談
会
は
東
京
大
学
大
学
院
鷲
谷
教
授
を
座

長
と
し
て

、
市
民
団
体
・
学
識
経
験
者
及
び
行
政

が
連
携
し

、
鬼
怒
川
の
外
来
種
対
策
を
よ
り
効
果

的
･
効
率
的
な
取
組
と
す
べ
く

、
意
見
交
換
を
行

い

、
今
後
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
枠
組
み

(

役
割
分
担
や
･
望
ま
し
い
広
報
等

)

に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
も
の
で
す

。

 
第
一
回
目
の
今
回
は

、
二
〇
名
が
集
ま
り

、
鬼

怒
川
の
礫
河
原
再
生
に
関
す
る
取
組
の
概
要
や
市

民
団
体
の
外
来
植
物
除
去
等
の
活
動
が
報
告
さ
れ

る
と
共
に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た

。

ふ
る
さ
と

市民･ＮＰＯなどによるシナダレスズメガヤ等の外来植物の除去

カワラノギク
（在来種)

ﾐﾔｺｸﾞｻ
（ｼﾙﾋﾞｱｼｼﾞﾐの食草

ｼﾙﾋﾞｱｼｼﾞﾐ（礫河原生息固有種)
さくら市の天然記念物

出
水
で
壊
れ
た
護
岸
の
災
害
復

旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日
～

二
十
九
日
の
前
線
に
よ
る
局
所
的

豪
雨
に
伴
う
出
水
に
よ
り

、
小
貝

川
の
護
岸
が
壊
れ
ま
し
た

。

　
護
岸
が
壊
れ
た
状
態
で
放
置
す

る
と
堤
防
ま
で
が
壊
れ
る
危
険
が

あ
り
ま
す

。

　
こ
の
た
め

、
護
岸
を
従
前
の
効

用
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
災
害
復

旧
工
事
と
し
て

、
平
成
二
十
一
年

十
月
か
ら
施
工
し

、
こ
の
度

、
完

了
し
ま
し
た

。

　
工
事
期
間
中

、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
き

、
無
事

、
事
故

も
な
く
完
了
し
ま
し
た

。

　
護
岸
が
復
旧
し
た
こ
と
に
よ

り

、
再
度
の
出
水
に
対
し
て

、
安

全
性
が
向
上
し
ま
し
た

小
貝
川

平成20年8月28
～29日の出水で
小貝川の護岸が
壊れました。

写真は、真岡市根本地先
小貝川84km付近

（平成２０年９月撮影）

想定以上の侵食
により壊れた護岸

施工前（平成２０年９月）

洪水時の水位

侵食されないよう
に連節ブロックを
設置

侵食されないように
根固めブロックを設

埋め戻しによる

施工後（平成２２年３月）

普段の水

福岡堰さくらまつり4/2～4/6
問合せ先 0297-58-2111(代)

さくらまつりｉｎゆうゆうパーク
問合せ先：028-681-1127
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